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町の人口 

（昭和54年1月末現在） 

前月比較 
男 3,851人（ 0 ) 
女 4,138人（+3 ) 
計 7,989人（+3 ) 

世帯数2,351 ( 0 ) 
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過
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補
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三

月

の

一

」

よ

み

 

全
国
緑
化
運
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桃
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耳
の
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消
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春
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の
日
 

日
 

放
送
記
念
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日
 
電
気
記
念
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昭
和
 53 

年

町

議

会

の

状

況

 

、

自

昭

和

 53 

年

1
‘

月

ー

日

ノ

 

「

至

昭

和

 53 

年
 
12 

月
 
31 

日
×
 

地
方
自
治
政
治
の
根
源
は
、
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
住
民
の
政
治
で
あ
る
こ
と
 

は
論
を
ま
た
な
い
も
の
で
す
。
 

従
っ
て
住
民
一
人
一
人
か
ら
選
ば
れ
て
構
成
さ
れ
る
町
議
会
と
し
て
は
、
そ
の
基
本
 

精
神
を
充
分
踏
ま
え
て
住
民
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
 

昭
和
 53 

年
中
に
お
け
る
方
城
町
議
会
の
動
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

A
口
 

計
 

小
 

計
 

三
、
各
種
委
員
会
 

・

全

員

協

議

会

 

・
各
常
任
委
員
会
 

（
三
委
員
会
）
 

・

特

別

委

員

会

 

（
二
委
員
会
）
 

・
そ
の
他
の
委
員
会
 

小
 

計
 

二
、
臨
時
町
議
会
 

一
、
定
例
町
議
会
 

・
第
一
回
定
例
議
会
 

・
第
二
回
定
例
議
会
 

・
第
三
回
定
例
議
会
 

種
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四
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議
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一
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三
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五
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そ
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他
の
 

案
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随
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随
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随
 

時
 

随
 

時
 

随
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⑥
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
？
・
 

所

得

税

の

申

告

と

納

税

は

 

三

月

十

五

日

ま

で

 

所
得
税
の
確
定
申
告
期
も
半
ば
を
過
 

ぎ
ま
し
た
が
、
も
う
申
告
は
お
済
み
で
 

し
ょ
う
か
。
昭
和
五
三
年
分
の
所
得
税
 

の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
昭
和
五
四
年
 

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
 

に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
 

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

日
 
所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
 
一
年
 

間
の
所
得
と
そ
の
税
金
の
額
を
計
算
し
 

て
申
告
し
、
納
税
す
る
手
続
で
す
。
 

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
 

告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
 

し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
、
追
加
の
税
 

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な
 

ど
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
 

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
正
し
い
申
 

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
 
所
得
税
の
計
算
を
す
る
と
き
に
は
 

い
ろ
い
ろ
な
控
除
を
差
引
く
こ
と
が
で
 

き
ま
す
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
も
の
）
 

①
雑
損
控
除
②
医
療
費
控
除
③
生
命
 

保
険
料
控
除
④
損
害
保
険
料
控
除
⑤
住
 

宅
取
得
控
除
 

（
一
般
的
な
も
の
）
 

①
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除
②
社
 

現
在
、
月
額
二
七
三
〇
円
の
国
民
年
 

金
保
険
料
が
四
月
か
ら
三
三
〇
〇
円
に
 

改
め
ら
れ
ま
す
。
 

す
で
に
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
 

り
、
国
民
年
金
は
こ
れ
ま
で
に
た
 

び
た
び
改
善
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
 

充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
特
に
、
 

昭
和
四
九
年
か
ら
は
消
費
者
物
価
 

の
上
昇
に
あ
わ
せ
て
年
金
を
引
き
 

上
げ
る
 
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
 

と
り
い
れ
ら
れ
、
年
金
額
は
そ
の
 

一
 

払
い
に
要
す
る
費
用
は
、
今
後
益
々
大
 

き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
 

す。 
「
安
い
保
険
料
で
高
い
年
金
を
」
と
 

国
民
年
金
の
 

保
険
料
が
 

改
定
さ
れ
ま
す
 会

保
険
料
控
除
③
基
礎
控
除
 

日
 
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
 

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五
日
 

で
す
が
、
 

一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
 

は
、
確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に
な
る
 

税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
五
日
 

ま
で
に
納
め
れ
ば
、
残
り
の
税
額
は
五
 

月
「
干
一
日
ま
で
延
納
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

延
納
期
間
中
は
、
年
率
七
・
三
パ
ー
 

セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
 

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
確
定
 

申
告
書
の
一
面
右
下
の
「
延
納
届
出
」
欄
 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
法
と
 

し
て
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
 

替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
制
度
が
あ
り
ま
 

す
。
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
し
た
い
 

人
は
、
申
告
の
際
、
係
員
に
申
出
て
下
 

さ
い
。
 

四
 
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
 

へ
提
出
し
た
人
は
、
住
民
税
や
事
業
税
 

の
申
告
書
は
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
 

書
の
住
民
税
や
事
業
税
の
欄
も
忘
れ
ず
 

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
 
税
務
署
や
市
町
村
の
役
場
で
は
、
 

確
定
申
告
の
期
間
中
、
所
得
や
税
金
の
 

計
算
方
法
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
 

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
、
0
9
 

4
7
4
④
0
4
3
0

（
田
川
税
務
署
）
 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

尋
 

尋
 

尋
 

切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
 

ん。 こ
の
四
月
か
ら
の
保
険
料
改
定
も
、
 

国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
し
、
将
 

来
あ
な
た
が
年
金
を
受
け
る
時
に
 
「頼 

れ
る
国
民
年
金
」
 
で
あ
る
た
め
の
も
の
 

後
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
国
民
年
金
か
ら
現
に
年
金
を
 

受
け
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
受
給
者
は
、
 

全
国
で
四
五
〇
万
人
に
増
え
、
年
金
支
 

い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
保
険
料
と
国
 

の
負
担
金
（
二
対
一
の
割
合
）
で
ま
か
 

な
わ
れ
て
い
る
国
民
年
金
で
は
、
年
金
 

額
の
引
き
上
げ
と
保
険
料
の
改
定
と
を
 

で
す
。
 

な
お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
四
 

〇
〇
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
期
限
内
に
一
 

！
納
め
る
習
貫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 
) 

特例納付であなたにも年金が 

国
民
年
金
の
 
「
保
険
料
特
 

例
納
付
制
度
」
を
ご
存
知
で
 

す
か
。
 

い
ま
の
ま
ま
で
は
、
年
金
 

を
受
け
る
の
に
必
要
な
保
険
 

料
納
付
済
期
間
が
不
足
し
て
 

い
る
た
め
年
金
が
受
け
ら
れ
 

な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
年
金
者
 

の
救
済
を
そ
の
主
な
目
的
と
 

し
た
こ
の
制
度
は
、
国
民
年
 

金
の
保
険
料
払
込
み
が
、
本
 

来
過
去
二
年
分
以
上
は
さ
か
 

の
ぼ
れ
な
か
っ
た
も
の
（
時
 

効
）
を
、
そ
れ
以
前
の
古
い
 

未
納
期
間
に
つ
い
て
も
特
別
 

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
 

う
に
し
た
も
の
で
す
。
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

四

月

か

ら

祝

祭

日

・

夜

間

 

診
 
療
 
を
 
実
 
施
 

田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

の
診
療
体
制
が
四
月
か
ら
次
の
よ
う
に
 

変
わ
り
ま
す
。
 

診
療
日
 

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
祭
日
並
び
に
 12 

月
 31 

日
・
ー
月
ー
・
2

.
3

日
 

診
療
時
問
 

昼
間
ー
午
前
9
時
、
午
後
5
時
 

夜
間
ー
午
後
6
時
、
午
後
 11 

時
 

診
療
科
目
 

昼
間
ー
内
科
・
小
児
科
・
外
科
 

夜
間
廿
内
科
・
小
児
科
 

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
…
・
・
・
 

‘
 

※
ま
ず
、
か
ね
て
か
ら
か
か
り
つ
け
の
 

）注 

医
師
の
診
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
グ
 

●

●

 【
 
川

m

 川
』
4

皿
J
●
，
・
●
J
●
J
・
●
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●
J
・
●
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●
J
●
，
い
●
J
●

●

‘

一

 
，
‘
J
・
●
，
・
●
J
●
，
・
，
J
，

、

J
,
．
、
 

方
城
日
曜
句
会
よ
り
、
次
の
旬
が
寄
 

方
城
町
中
原
の
末
松
 
栄
さ
ん
よ
り
 

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
 

次
の
句
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

除
夜
鐘
聞
き
つ
、
は
ず
す
割
烹
着
 

西
山
ひ
さ
し
 

金
輪
際
動
か
ぬ
父
の
置
矩
達
 

日
永
田
桜
ん
坊
 

怪
我
の
鶴
抱
き
里
人
畦
を
来
る
 桑

野
園
女
 

か
く
し
得
ぬ
看
と
り
渡
れ
や
初
鏡
 

林
い
し
の
 

短
日
や
峠
の
茶
屋
の
早
じ
ま
い
 

田
沖
水
悼
 

早
梅
や
朽
つ
る
に
ま
か
す
奥
の
宮
 

鈴
木
秋
風
子
 

初
雪
や
 
よ
ろ
ず
の
草
木
に
 

花
さ
か
せ
 

冬
く
れ
ば
 
春
又
近
し
 

梅
の
花
 

梅
散
れ
ば
 
待
っ
て
た
と
ば
か
り
 

桜
さ
き
 

至ル金田町 
ノノー 

署 

田川市新町Ii番47号 
TEL (09474)⑤7199 

' 
あ そ う 
スーノf一 

日ノ出町 
バ ス停 

? 至ル田川市役所 

※
救
急
車
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
グ
 

（
救
急
車
は
、
さ
し
せ
ま
っ
て
生
命
の
 

危
機
や
不
安
感
を
も
っ
た
救
急
傷
病
者
 

が
利
用
し
な
け
れ
ば
初
期
救
急
活
動
に
 

支
障
を
き
た
し
ま
す
。
）
 

ョJL
こ
移
動
県
政
相
談
 

旧
刊
ル
又
，
ー
，
ノ
ー
j
',. 

ー

i
‘
交
通
事
故
相
談
 

県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
政
相
 

談
・
交
通
事
故
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
 

福
祉
・
年
金
・
道
路
・
保
健
な
ど
県
 

政
一
般
に
対
す
る
意
見
要
望
、
苦
情
や
 

交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
期
日
 
三
月
十
三
日
（
火
）
 

⑨
時
間
 
午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
で
 

⑨
場
所
 
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
 

添
田
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

で
す
。
 

当
日
の
相
談
に
は
、
県
職
員
が
担
当
し
 

ま
す
。
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「
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
暖
か
く
 

ゆ
き
と
ど
い
た
高
校
教
育
を
ク
」
 

働
き
な
が
ら
学
ぶ
人
の
た
め
、
学
校
 

で
は
、
基
礎
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
懇
切
 

に
指
導
し
、
ま
た
勤
労
青
少
年
福
祉
法
 

に
よ
り
職
場
か
ら
の
通
学
の
便
が
図
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

義
務
教
育
終
了
後
、
永
ら
く
社
会
の
 

実
務
に
つ
い
て
い
た
人
や
、
家
庭
の
主
 

婦
の
方
な
ど
中
壮
年
令
者
の
方
も
 

多
く
学
ん
で
い
ま
す
。
 

卒
業
後
は
、
高
等
学
校
普
通
科
 

卒
業
の
資
格
が
与
え
ら
れ
大
学
へ
 

の
進
学
の
道
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

卒
業
生
の
中
に
は
、
国
家
・
地
方
 

公
務
員
・
大
手
企
業
等
に
就
職
し
 

て
い
る
方
や
、
教
養
を
高
め
自
営
 

に
精
進
し
発
展
し
て
い
る
方
も
沢
 

山
お
り
ま
す
。
 

ど
し
ど
し
応
募
し
て
下
さ
い
。
 

【
入
学
案
内
】
 

▽
入
学
試
験
日
 

田
川
東
高
校
四
月
一
日
（
日
）
 

西
田
川
高
校
三
月
三
十
日
 

（金） 

▽
受
験
場
所
 

福
岡
県
立
田
川
東
高
等
学
校
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校
 

▽
提
出
書
類
 

】
学
校
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
 

▽
出
願
期
間
 

』

一

 

こ
の
制
度
に
よ
り
、
国
民
年
金
へ
の
 

加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
 

加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
を
納
め
て
い
 

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
老
齢
年
金
が
受
 

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
人
は
、
特
例
 

納
付
を
す
る
こ
と
に
よ
り
 
「
年
金
を
受
 

け
る
権
利
」
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
 

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
特
例
納
付
の
対
象
と
な
る
 

の
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
資
格
が
強
 

制
加
入
で
あ
っ
た
期
間
に
限
ら
れ
て
お
 

り
ま
す
の
で
、
明
治
四
四
年
四
月
一
日
 

以
前
生
ま
れ
の
人
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
 

の
奥
さ
ん
な
ど
の
任
意
加
入
期
間
に
つ
 

い
て
は
、
未
納
期
間
が
あ
っ
て
も
特
例
 

納
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

特
例
保
険
料
の
額
は
、
未
納
期
間
ー
 

ケ
月
に
つ
き
四
千
円
で
す
。
 

払
込
期
限
は
、
昭
和
五
五
年
六
月
三
 

十
日
、
分
割
払
い
も
で
き
ま
す
が
、
す
 

で
に
六
十
歳
を
こ
え
て
い
る
人
は
、
す
 

ぐ
に
で
も
老
齢
年
金
の
請
求
が
で
き
ま
 

す
か
ら
、
特
例
保
険
料
の
払
込
み
は
早
 

い
ほ
ど
年
金
も
早
く
受
給
で
き
る
こ
と
 

と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
是
非
特
例
納
 

付
で
年
金
受
給
者
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
 

る
よ
う
、
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

' 

▽
授
業
時
間
 

午
後
五
時
二
十
分
よ
り
午
後
八
時
 

三
十
分
ま
で
（
月
曜
ー
土
曜
）
 

▽
修
業
年
限
 

四
年
間
（
相
当
学
年
編
入
者
は
相
 

当
年
限
）
 

▽
校
納
金
（
毎
月
）
 

授
業
料
九
百
円
・
旅
行
積
立
金
千
 

県立高校定時制（夜間） 

生徒のニ次募集 

田
川
東
高
校
ー
三
月
二
十
二
日
よ
 

り
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

西
田
川
高
校
井
三
月
二
十
二
日
よ
 

り
三
月
二
十
九
日
ま
で
 

五
百
円
・
そ
の
他
合
計
約
三
千
 

円
程
度
 

▽
教
科
書
 

無
償
交
付
 

▽
修
学
奨
励
金
 

希
望
者
に
月
六
千
円
貸
与
 

※
卒
業
す
れ
ば
返
さ
な
く
て
 

よ
い
 

▽
給
食
 

田
川
東
高
校
は
補
食
給
食
と
 

し
て
パ
ン
・
ミ
ル
ク
・
マ
 

ー
ガ
リ
ン
等
（
月
額
負
担
 

金
五
十
円
）
 

西
田
川
高
校
は
完
全
給
食
（
月
 

額
負
担
金
一
 

」
百
五
十
円
）
 

な
お
、
高
校
を
中
退
し
た
人
、
准
 

看
護
学
校
を
卒
業
し
た
人
は
、
一
一
 

年
以
上
の
相
当
）
ぞ
牛
に
入
れ
ま
す
。
 

編
入
試
験
は
入
学
案
内
と
同
じ
要
領
で
 

行
い
ま
す
。
 

※
間
い
合
せ
先
 

福
岡
県
立
田
川
東
高
等
学
校
 

（
田
川
市
番
田
町
・
皿
④
三
〇
一
五
）
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校
 

（
田
川
市
上
本
町
・
皿
④
〇
六
六
四
）
 

&
 

&
 

&
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、つ よ
 

”し 、つ ほ
 

旧
海
軍
々
人
恩
給
該
当
者
未
請
求
者
 

次
の
人
は
一
時
恩
給
の
未
請
求
者
で
 

す
の
で
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

志
願
兵
 

1
崎
山
利
男
（
T
 12 

2
田
中
 
登
（
T
 13 

3
佐
尾
 
勝
（
T
 14 

徴
 
兵
 

1
桑
野
知
足
（
M
 

2
加
藤
弥
助
（
M
 

3
霜
田
清
喜
（
T
 

4
山
口
忠
市
（
T
 

5
千
手
一
志
（
T
 

6
桑
野
 

清
（
T
 

7
松
本
澄
義
（
T
 

8
永
末
幹
夫
（
T
 

国
民
兵
 

13 12 11 11 11 4 34 33 

・ 10 

・4
生〕 

・1

・ 25 

生） 

・6

一 16 

生） 

・1

・ 19 

生） 

・1

・ 10 

生） 

§
・
 
20 

生） 

・5

・3
生） 

・ 11 

・ 11 

生） 

・6

・4
生） 

・7

・ 15 

生） 

・5

・9
生） 

1
片
桐
勝
敏
（
T
6

・7

・ 30 

生） 

2
高
崎
 
勝
（
T
 11 

・3

・ 13 

生） 

尚
昭
和
 20 

年
8
月
 15 

日
以
降
当
町
に
 

転
入
さ
れ
た
人
、
又
氏
名
の
記
載
が
な
 

い
人
で
、
本
人
の
申
立
が
3
年
以
上
あ
 

れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。
 

※
請
求
手
続
は
役
場
福
祉
課
で
す
。
 

2
、
現
在
公
務
員
在
職
中
の
方
は
、
現
 

在
々
職
中
の
共
済
組
合
に
軍
歴
証
明
 

を
提
出
し
て
、
共
済
年
金
に
通
算
手
 

続
を
し
て
下
さ
い
。
 

軍
歴
証
明
発
行
先
 

〒
一
〇
〇
東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関
 

厚
生
省
援
護
局
業
務
第
二
課
あ
て
 

左
記
明
記
の
こ
と
 

田
退
職
当
時
の
本
籍
（
昭
和
 20 

年
8
月
 

15 

日
現
在
）
 

回
氏
 
名
 

回
生
年
月
日
 

同
入
籍
番
号
 

昭
和
 54 

年
度
職
業
訓
練
生
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は、 

54 

年
4
月
か
ら
の
入
校
生
を
次
の
 

通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

一
、
訓
練
科
目
 

機
械
科
・
溶
接
科
・
構
造
物
鉄
工
科
 

鋳
造
科
・
金
属
プ
レ
ス
科
 

ニ
、
応
募
資
格
 

義
務
教
育
修
了
程
度
の
学
力
を
有
す
 

る
健
康
な
男
女
 

三
、
募
集
期
間
 

2
月
1

日
 

1
 

3
月
 15 

日
 

四
、
申
込
先
 

案内図 

4
，
に
ト
・
！
『
ゴ
J

●ー 

コ
J
 

＆
弁
3
月
 31
 

E
 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
 53 

年
度
特
例
の
申
込
み
期
限
で
す
 

特
例
措
置
を
受
け
た
い
方
は
お
早
め
に
 

中
小
企
業
共
済
事
業
団
 

国鉄汽車直方駅下車徒歩20分 
国鉄バス・西鉄バス・宮田線 

（直方訓練校前下車徒歩1分） 

直 

醸 

豊讐帯難，、襲灘替 

ロ国鉄パス 

直方営業所 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
 

直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

五
、
経
費
・
そ
の
他
 

授
業
料
は
無
料
。
な
お
公
共
職
業
安
 

定
所
の
指
示
を
受
け
た
入
校
者
に
は
、
 

雇
用
保
険
の
延
長
給
付
ま
た
は
訓
練
 

手
当
等
の
支
給
が
あ
り
ま
す
0
 

広 報 
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昭 
和 
五 
十 
四 
年 

月 

地方選挙について 統 

今年は地方選挙の年でトす。 

地域住民の福祉の向上と地域社会の発展のため、地方公共団 

体の果たす役割はきわめて重要なものがあります。 

このため、住民の代表者を選ぶ地方選挙の意義はまことに重 

大であるといわなければなりません。 

本年3月から5 月にかけて行われる地方選挙については、統 

一地方選挙として、次のとおり実施されます。 

区 分 選挙期日の告示 投票日 

県知事 の 選 挙 3 月14日 4月8日 

県議会の議員の選挙 3月27日 4月8 日 

町議会の議員の選挙 4月15日 4 月22日 

日
発
行
 


